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論　　文　　の　　要　　旨

　港湾構造物のなかで土留め壁，止水壁および防波堤として利用されるものにセル式壁体がある。

これは主に鋼矢板または薄い鋼板を外殻としてヨその中に土砂で中詰めしたものを一列に並べ、さ

らにそれらをアークによって繋げて壁体としたもので，このような構造物を一般にセル構造物と総

称する。いわゆる土構造物の典型的なものでラ土と鋼材などからなる複合構造物である。

　本論文の序論にも記述してあるようにヨこのセル構造物のうち銅矢板セルの水平外力に対する安

定性については。かなり以前から研究がなされヨその設計方法もほぼ確立しているものと考えられ

る。しかし雪これらセル構造物の中にも水平外力が働いたときの水平挙動はおろかラその安定性に

関する検討方法も未解決のものもある。特にごく最近考案され、現在まだ施工実績のない鋼製円筒

ケーソンの水平挙動についてはほとんど未解明状態であるといっても過言ではない。また。既に施

工実績のある鋼板セルについては，その安定性を検討する方法は提案されているものの雪まだ確立

されたとは言い難く，実際現象にそぐわない結果を与えているのが現状である。

　そこで本研究においてはヨ鋼製円筒ケーソンについては比較的大型の模型実験を実施して詳細な

観察濁定を行い、さらに理論的解析で照査する目的でアルミ棒による二次元モデル実験を追加して

いる。またヨ鋼板セルについては小型の模型実験を行ってその水平挙動を観察すると同時に、これ

についても従来の設計法の矛盾点を理論的に解明する目的でアルミ棒による二次元モデル実験を実

施している。まずラ鋼製円筒ケーソンの模型実験ではヲ寸法の異なる2種類の卓体の模型を使い、

さらに壁体状態との関連性を調べる目的で2連の模型も便用して水平載荷実験を行っている。またラ

単体の模型についてはリブの効果を調べるためにラリブの本数を変えた種類についても実験をして
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いる。また，この二次元モデノレ実験ではアルミ棒を2枚の薄鋼板で囲って積み重ねヨその薄鋼板を

数本のスプリングで繋いだモデノレ体について水平載荷実験を実施している。また事鋼板セルの模型

実験ではラ根入れ深さを変えた3種類の小型の模型を使用し，二次元モデノレ実験ではヨ剛性の大き

な結合板で繋いだ薄鋼板の中にアルミ棒を積み重ねたモデノレ体に載荷高さの異なる3種類の水平載

荷実験を行っている。

　これらの実験の観測結果を理論的に説明するためにヨまず鋼製円筒ケーソンの場合はヨ曲げ弾性

梁と仮定した外殻とそれに挟まれた中詰め土砂をせん断弾性材と仮定した複合弾性梁の計算を行っ

ている。また雪鋼板セルの観測結果については従来の設計法とは異なる方法で理論的検討を行って

いる。なお、これらの理論的検討に先立ち雪実験で使用した砂のカ学的性質を以下のように求めて

いる。つまりラ鋼製円筒ケーソンの実験で使用した砂のせん断低抗角（または内部摩擦角）を求め

るために三軸圧縮試験を行い，乾燥密度との関係を得ている。また、アルミ棒について，安息角法ヨ

平面歪圧縮試験および単純せん断試験によってせん断低抗角を求めている。これらの結果に基づき事

理論解析に用いる諸弾性常数を設定している。

　以上の実験および理論的検討から得られた主な研究結果は以下の通りである。

（1）鋼製円筒ケーソンのセル殻の変形ラおよび応力分布，中詰め土砂の土圧分布およびそれが分担

　する水平低抗の割合害さらにセル殻に取り付けたリブの効果についての新たな知見を得ている。

（2）鋼製円筒ケーソンの水平変位，およびセル殻の曲げ応力については，複合弾性梁の理論的検討

　法を用いることによってヲ比較的妥当な対比結果を得ている。

（3）上記の複合弾性梁の理論解を3種類の外力条件に対して、無次元表示による理論式として求めラ

　実際の適用に便ならしめている。

（4）鋼板セルのアルミ棒を用いた二次元モデル実験によって害従来の港湾構造物の設計法では考慮

　されなかった問題点を見出し、より合理的な計算法による検討を行いその妥当性を確認している。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は，従来考慮されなかったセルの構造物の変位問題に取り組んで事実験的および理論的解

釈を与え，将来の設計法の確立に対し少なからざる成果をもたらした点で評価しうる。

　よってラ著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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